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コンファレンスメモ             2015･7･5 大野 

名称 ：IGI The Global Wallcovering association(世界壁紙工業会) 

日時 ：２０１５年５月２９日～６月１日 

場所 ：ポルトガル シントラ（リスボン郊外） 

同行者 ：IIJ John Corrall・朝武 

参加者 ：主要な壁紙製造業者とサプライヤー ６６社 １１０名 

目的 ：壁紙業界のネットワーキング・業界情報収集 

ひとこと：壁紙メーカーと、そこへのサプライヤーで構成される団体。壁紙分野への参入検討にあたり 

  統計情報や間接情報ではなく、実際のプレーヤー達とネットワーキングを旨として年次総会 

  に参加した。会長企業や幹部企業を初め主要な人物達とのコネクションを確立できた。 

  

  
一般に欧州のこの手のコンファレンスは、南欧の観光都市（バルセロナやリスボン）あるいはリゾート

で開催されることが多い。参加者はドイツ・英国・オランダなどの工業国が多く、その幹部が奥方同伴で 

参加し、会議中には奥方達は観光やゴルフなどを楽しみ、夜のパーティには一緒に参加というスタイルと

なるので、おのずと食事やワインが美味しく、観光やゴルフも・・というとそういう選択になるのだろう。 

 

こういう場に「ジャパニーズ・ビジネスマン」は、グレーの通勤スーツにネクタイを締めて（そうでなけ

れば「紺ブレにチノパン」というお決まりのスタイルで）登場し、パーティジョークも言えず、仲間内   

だけで片隅で固まっているというパターンが多く、周囲からも微妙な違和感を持って見られがち。 

このあたりは、文化の違いなので So what ? ではあるが、少なくとも「仲間として受け入れられる」 

ことからビジネスが始まるとすれば・・考えるべき課題かと思う。 

Confidential 

http://www.igiwallcoverings.org/
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前夜祭的な Welcome Party 

毎年総会で顔合わせているレギュラーメンバー達にとっては、親交を確認する和やかな場。 

一方、我々は今年初参加で、基本的には誰も知り合いがいないが、だからこそのパーティ！ 

２時間程度のあいだに、１００人ほどの参加者に片っ端から声をかけ、自己紹介をする。 

ざわついた場の雰囲気なので所詮は深いビジネスの話はできないので、とりあえず出来るだけ 

多くの人に顔と名前を覚えてもらって、翌日からの仕事の話への導入ハードルを下げる 

 

 

翌日（コンファレンス初日）冒頭の特別公演は、英国海兵隊員で、アフガニスタンで地雷に触れ 

片腕・片足を失ったが不屈の闘志で「Motivation Speaker」として活躍する Mark Ormrod 氏 

https://www.facebook.com/markormrodmotivationalspeaker?fref=ts 

https://www.facebook.com/markormrodmotivationalspeaker?fref=ts
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コンファレンス開始 

 

業界統計の説明・全般的傾向および各国別の動向分析 

EUでの法規制およびそれに対するロビー活動の報告（ドイツ独自の規制導入を止めさせた）など 

業界メンバーの共通の関心事を中心にプレゼンが行われる 

 

 

 

奥方達は観光ツアーに・・・ 
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初日のディナーは、古城を活用した 

パーティ会場にて 

 

来た時には顔見知りは皆無だったのだが 

話をしてみると不思議な縁があるもので 

中央の女性は元駐在地リューネブルグの 

近郊のメーカー勤務。男性は元 Felix 

Schoeller社でインクジェットペーパーで 

ＫＭとも縁があったとか・・ 

この繋がりで、この夜、ドイツ人参加者を 

次々と紹介して貰いドイツ語で全員制覇！ 

ＩＧＩの会長を務める John Carter 氏（中央）は 

直前に訪問した Graham & Brown 社のＣＥＯ 

この人と先に繋がっていたことは意味が大きい 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンファレンス２日目はデスクトップ・プレゼンテーション 

 

サプライヤー各社が自社の製品・技術を紹介し、壁紙メーカーと個別の商談をする 

ＫＭは英国パートナーＩＩＪ社のコラル社長が数多くのサンプルプリントや 

ワンパスの動画などを展示して、壁紙への適用をわかりやすく説明している 

 

右上の写真は英国二番手の壁紙メーカーの社長及びそこの設備メーカーとの具体的な商談 

一番手は Graham & Brown だが、得てして二番手の方が新しいことへの取り組みに熱心 

ここでも大きな関心を持ってもらった感触有あり・・こういう話は「鉄は熱いうちに打て！」で 

実際の「Retro-fit（後付）のアドオンユニット」を早急に製作してデモできれば理想的！ 
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【統計部会から】 

 

販売量統計：上段は重量（トン）・下段は平米（1,000m2） 

左列は紙ベース・中央列は不織布ベース・右列は合計 

 

全体で約３０億平米/年・・・捺染の約１/１０の面積という感触 

WW全体ではここ数年横ばいという感触 

 

紙ベースから、破れにくく貼り直しがきき、素人でも DIY店で購入して 

自分で貼れる不織布ベースの壁紙にシフトが進んでいる 

  

２００９年には１/３だった不織布ベースが２０１４年には半分を超えた 
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国別では、中国・ドイツ・ロシア・ウクライナ・日本・英国あたりまでで全体の７０％を占める 

２０１１年あたりまでは中国の成長が全体の成長を底支えしてきたがここ数年は全般に停滞している 

 

文化圏で括ると「ロシア語・東欧圏」が大きい。次いでドイツ語圏周辺、中国と続く 

イタリアやスペインなど南欧諸国や南米は「壁紙文化」ではなく「タイル文化」のため 

こういう統計にはその他で括られてしまう程度の量しかないとされる 
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各国別に見てみると・・（単位は百万平米・グラフのスケールは同じにしている） 

  
（左） ドイツは単独国で中国に次ぐ販売量だが、輸出を含んでいる（この内の輸出はデータ無し） 

不織布壁紙へのシフトが進み８０％を占めるに至っている。破れないため DIY 店で購入し 

素人が貼れるのが好評で、幅 53cm、長さ 10mが規格となっている。53cmは女性の肩幅に 

合わせたとか・・。不織布壁紙は Non-woven と訳されるが、fleece（フリース）ともいう。 

２０１４年の落ち込みはロシア・ウクライナ情勢の影響が大きいとされる 

 

（右） 中国は単独国でドイツに匹敵する数量の販売があるが、輸出を含むと思われる 

 この世界でも中国はコピーが横行し、毎年１月にドイツで開催されるハイムテキスタイル展 

 （内装材の大規模展示会）に新作が出ると、３月には中国から類似品が出ると言われる。 

 中国の成長も、世界のトレンドである不織布へのシフトと連動している 

  

（左） 世界の趨勢と全く異なるのが、またしても、我が「ガラパゴス日本」である。単独国で世界の 

 総需 34億平米に対し 2.5億平米と 7.5%を占め、決して小さな市場ではないが、不織布壁紙は 

 殆ど普及していない。これは壁紙流通の 80%近くを「サンゲツ」というガリバー寡占が押え、 

 「壁紙は、見本帳から顧客が選び、施工は工務店や専門業者が行う」という仕組みを確立して 

 しまっているからで、海外からの輸入は微々たるもの。規格も海外の主流が 53cm幅に対して 

 国内は 91cm幅で、かつ紙ベースでは素人にはやや扱いにくい。 

 サンゲツの傘下には２０社以上のメーカーが居ると言われるが、流通を握られているため 

 身動きがとれない模様。なお、サンゲツ及び流通４社に対し、５月に公取の調査が始まった。 

（右） 不思議なのは米国・カナダ。人口や住宅数では全西欧や全ロシア語地域に匹敵すると思われ 

るが、壁紙販売量は微々たるもの。 
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サプライヤー部会の総会風景 

新規加入メンバーの自己紹介や次年度の議長・委員選出、ドイツの独自安全規格に対する 

ロビー活動の成果でそれを取り下げさせた議題など。次期チェアマンは OLBRICH社。 

ＫＭは今回からの新規加入で自己紹介をすることになったが、英国人が議長だと 

「自己紹介の際に、必ず一つジョークを言ってください。それが無い場合には今夜の呑み代は 

有料になります」というような流れになる。突然振られるので、常にジョークの用意が必要（笑） 

 

 

 

パーティの際のドレスコードがプログラムに書いてある 

Casualとある時は通勤スーツを着ないこと 

 

 

６５周年記念のオフィシャルディナーのドレスコード 

Casual ではなく Smart Casual 

かつ with a Touch of RED … 「なにか赤いものを身に着けて」という遊び心 
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Smart Casual で with a Touch of RED というと、こんな感じ 
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出席者リスト：壁紙業界のほぼすべての主要な顔ぶれ 
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【大野：コメント】 

 

1 IGI The Global Wallcovering association 「世界壁紙工業会」と訳すのが妥当かと思われるが、

実質的には欧州メーカーと欧州サプライヤーが主体である。文中に書いたように、アメリカは市場

規模が極めて小さく、中国はコピー体質のせいか参加せず、日本はガラパゴスで参加していない。

日本のサプライヤー（候補）は現在ＫＭだけである。因みにＩＧＩが何の略号かは、もはや会長も

知らないとのこと（・・そんなエエ加減な（笑）） 

 

2 こういう場に参加して、主要なプレーヤーと顔見知りになることは非常に重要。展示会で現物を 

展示することと並んで、実際に業界で事業を展開しているキーパーソンと個人的に繋がることで 

ビジネスの展開がより確実なものとなる。今回の年次総会の（初）参加は、そういう意味で非常に

有意義であった。出席者リストのほぼ全員と名刺交換をし、LinkedInで繋がった。継続が大切。 

 

3 デスクトッププレゼンで「デジタル」をアピールしたのは XEIKONと KM+IIJ連合の２社のみ。  

他には HPがラテックスインクでイベント物などにカスタマイズプリントを提案し、一定の認知を

獲得しつつある。 

 

4 業界では既にサンプル作りにインクジェットの活用がトライされつつあり、量産への適用に対して

期待が膨らみつつある。但し、市場統計の項で既述したように、通常ならターゲットとなりそうな

北米や国内市場は非常に特殊で、欧州にフォーカスするのが妥当かと考える。また、基材の供給 

メーカーも概ね欧州に集中し、この用途を狙ったＩＪインクメーカーも欧州が多いことから、まず

欧州にフォーカスするのが妥当だろう 

 

5 その際、日本で調査をし、要求品質の厳しい国内で検証してから欧州展開・・のようなありがちな

手法は（国内市場のガラパゴス的特殊性から）避けるべき。最初から欧州にて開発・市場検証を 

行うのが素直な道筋かと考える。具体的にはＩＩＪ社（コラル社長）を軸として顧客と接点を持ち

開発を支援する。 

 

6 第一歩として、ＩＩＪ社が既に保有するナローウェブのアドオンユニットを、ウェブ搬送機に搭載

して検証機（要素開発機）・デモ機とする。次ステップで 1.1m幅のアドオンユニット（既存工程に

後付け：Retro-fit レトロフィットと表現されることが多い）を開発して顧客に持ち込む。但し

顧客は 1.1m幅のユニットしか眼中になく（53cmｘ２列で中央でスリット）、競合は最初から 1.1m

幅のユニットを提案していることは常に念頭に置き、スピード感を失わないことが肝要 

 

7 いずれも開発の主体はＩＩＪ社で、それを後方支援し、まず実用になることを検証する。ＫＭと 

して規模の成長を狙うことも重要なので、このユニットの販売権は（開発支援の対価として）  

ＫＭがキープするのがいいかと考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

コニカミノルタ固有の情報が記載

されているので秘匿します 
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【壁紙（および化粧合板）用途をめぐる潜在競合の動き】 

 

1 Olbrich： http://www.olbrich.de/# 

1.1 壁紙メーカーや化粧合板メーカーから、ロール搬送でグラビア印刷・ロータリースクリーン

印刷などを軸に、乾燥機やラミネート機などを一貫ラインで受注しカスタマイズして納入す

るドイツの設備メーカー。 

1.2 ５年以上前からインクジェットにトライしているが、これまでのところ上手くいっていない

（インクジェットの知識に乏しいが、生半可な知識で開発を進めた）。 

1.3 但し、インクも徐々に進化し、京セラなどが手伝えば、ブレークスルーが生まれる可能性は

否定できず。なにより、業界の顧客と繋がっているのは強い。 

1.4 ＩＧＩのサプライヤ部会の次期チェアマンはこのメーカーが選出された。 

 

2 Hymmen： http://www.hymmen.com/ 

2.1 下記のような分野の製造機器（一貫ラインで）請負い納入する設備メーカー。現状では壁紙

にはフォーカスしていないようだが、アドオンユニットを開発すれば展開可能 

 

http://www.olbrich.de/
http://www.hymmen.com/
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2.2 インクジェットには非常に熱心に取り組み、特殊な用途では実用化して顧客先で運用が開始

されている 

2.3 昨年 InPrintで XAAR ヘッドを並べたアドオンユニット（Retro-fit）を展示し話題を呼んだ 

 
この幅が 2.1mだったということは Unilinの床材も視野に入れていると思われる 

 

3 Wemhoefer： http://www.wemhoener.de/ 

3.1 同じく設備メーカーで、おそらく化粧合板分野では最大のメーカー？ 

 

3.2 現状ではまだスキャン機を試験的に開発している段階と思われるが、京セラが積極的に支援

しているフシがあり、ワンパスが実現すれば業界を変えるだけのインパクトを持つメーカー 

 

http://www.wemhoener.de/
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4 DOVER + MS 

4.1 ご存じ、テキスタイル分野でワンパス機を既に製品化（LaRio） 

4.2 このワンパスユニットを様々な分野に横展開することを狙っている 

 

 

5 efi + CretaPrint + REGGIANI 

5.1 例の efi がテキスタイルＩＪ機を展開している REGGIANIを買収した。これはセラミックの

分野でワンパス機を開発した、efi傘下の CretaPrint の技術をテキスタイル分野にも展開を

図る意図があると考えられる 

5.2 更に、DOVER＋MS同様に、壁紙や化粧合板分野に展開していく意図があると読む 

 

efi + CretaPrint C3プリンタ（セラミック） 

 

6 インクは “Tiger Coating”（オーストリア）,”AGFA”（ベルギー）、”Sensient”(スイス) 

などが開発に着手し、各ヘッドメーカーや上述の機器・設備メーカーと協力して要素開発が進行中 
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【参考】 

 

これに困っている！ 
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レトロフィット（後付）するならこのあたり・・・既存工程の空きスペース！ 


